
鳥
取
県
西
部
圏
域
の
資
源
再

利
用
拠
点

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な

る
に
つ
れ
、
ご
み
の
増
加
や
種
類

の
多
様
化
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
焼
却
お
よ
び
埋
立
に

よ
る
ご
み
処
理
以
外
に
、
資
源
の

再
利
用
を
求
め
る
声
が
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
は
平
成
９
年
４
月
に
稼
働
を

開
始
し
、
現
在
は
米
子
市
を
含
む

８
市
町
村
、
約
20
万
人
が
排
出
す

る
不
燃
ご
み
と
資
源
物
の
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
で
の
年
間
処
理
量
は
、
不

燃
ご
み
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
約

２
９
１
５
ｔ
、
缶
・
ビ
ン
類
約

１
５
２
９
ｔ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

３
６
７
ｔ
、
古
紙
類
約
３
５
９
６

ｔ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

米
子
市
か
ら
搬
入
さ
れ
る
も
の

は
、全
体
の
約
70
％
を
占
め
ま
す
。

（
平
成
30
年
度
）

徹
底
し
た
再
資
源
化
を

　

皆
さ
ん
が
分
別
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
資
源
物
は
も
ち
ろ
ん
、
さ

ら
に
不
燃
ご
み
・
不
燃
性
粗
大
ご

み
に
含
ま
れ
る
銅
、
鉄
、
ア
ル
ミ

な
ど
も
回
収
し
、
業
者
を
経
て
再

資
源
化
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
度

の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
お
け
る

資
源
化
率
は
、
約
68
％
で
し
た
。

残
り
の
約
３
分
の
１
は
再
資
源
化

で
き
ず
、
最
終
処
分
場
で
埋
立
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

処
理
工
程
で
は
、
機
械
と
手
作

業
を
組
み
合
わ
せ
て
、
徹
底
し
た

ご
み
の
選
別
を
行
う
こ
と
で
、
最

終
処
分
場
に
お
け
る
埋
立
量
の
削

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ（全３回）

ごみ処理の現状を見つめる②
ごみの発生抑制やリサイクルによるごみの減量化など、「資源循環型社会」の構築について考えるシリーズの第２回。今回の
特集は、不燃ごみと資源物の処理施設「鳥取県西部広域行政管理組合リサイクルプラザ」にスポットを当てます。
■問合せ　クリーン推進課（☎ 30－0270、 clean@yonago.city.lg.jp）

み
ん
な
で
つ
く
る
循
環
型
社
会

〜
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
〜
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▲ペットボトルを成形したもの



ご
み
を
分
別
し
て
出
し
ま

し
ょ
う

　

混
入
す
る
不
適
物
の
除
去
や
一

部
の
資
源
物
の
回
収
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
の
作
業
員
の
皆
さ
ん

が
手
作
業
で
仕
分
け
を
行
う
こ
と

で
、
質
の
高
い
再
資
源
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
分
別
が
不

十
分
な
も
の
や
中
身
が
見
え
な
い

も
の
が
あ
る
と
、
作
業
の
効
率
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
の
適
正
処
理
、
循
環
型
社

会
の
構
築
の
た
め
に
は
、
ご
み
を

出
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
こ
れ

か
ら

　
近
年
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は

機
器
の
老
朽
化
や
経
年
劣
化
が
進

み
、
機
能
低
下
や
補
修
費
用
の
増

加
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
平
成
25
年
か
ら
機

器
の
更
新
を
行
い
、
令
和
13
年
度

ま
で
継
続
し
て
処
理
す
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
適
正
処
理
を
継
続
す
る

▲不燃物から不適物を取り除く様子

残さ

▼リサイクルプラザでの再資源化の流れ
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▲缶・ビンから不適物を取り除く様子 ▲ビンを色別に仕分けする様子

不燃ごみ

不燃性粗大ごみ

缶

ビン

ペットボトル

古紙類

鉄・アルミ・銅製品　など

アルミ缶材、スチール缶材　など

飲料用ビン、ガラス原料　など

卵のパック、フルーツの容器　など

ダンボール、新聞紙、絵本　など

最終処分場

▼ごみの分別の体系

家庭から出るごみは、すべて一般廃棄物（家庭系）です。
事業所から出るごみは、産業廃棄物と一般廃棄物（事業系）に分けられます。

家庭から出るごみ

事業所から出るごみ

一般廃棄物（家庭系）

一般廃棄物（事業系）

産業廃棄物 ※法令で定められた20種類

※産業廃棄物に該当しないもの

と
と
も
に
、
次
期
処
理
施
設
の

整
備
に
向
け
、
鳥
取
県
西
部
圏

域
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。


